
獣医繁殖育種学教室は，畜産学第1講座であり，明治
26年に「畜産学講座」として創設され，昨年の11月に創
設120周年を迎えた歴史ある研究室である．帝国大学に
農科大学が創設されてまもなく，家畜に関する研究を行
う日本で最初の研究室として設置された．その後，家畜
育種学教室，動物育種繁殖学教室と名前を変え，獣医繁
殖育種学教室として新たな一歩を踏み出した．専門外の
方々にはたいへん分かりづらいかも知れないが，永年に
わたり東京大学では「畜産学」と「獣医学」の両方の分
野で教育と研究が行われてきた．今から約30年前，獣医
師の教育課程が6年制になったことを受け，東京大学の
この分野の教育は獣医学へと大きくシフトした．畜産学
という名称がほとんどの大学から消失し，卒業生も畜産
「業」への就職が数少なくなった現在，研究も食料生産
からは遠ざかりつつある．そのようななかで，もっとも
産業動物の現場に近いのが獣医である．畜産現場で働く
獣医たちは，農家のコンサルタントでもあり，畜産農家
のニーズを把握し，適切なアドバイスを与えなければな
らない．科学的な観点をもつ優秀な産業動物獣医師を育
成することが，畜産業を支えるために必須である．これ
が，畜産獣医学科として双方の教育を行ってきた東京大
学の獣医学に「臨床繁殖学」の分野を包含するわが教室
を置こうとした理由である．
現教授の前多敬一郎は，2012年7月に前任地の名古屋

大学から着任した．伝統的に泌乳に関する生理学的研究
が主流を占めてきた研究室であり，その伝統を引き継ぎ
つつ，基礎獣医学と臨床獣医学，さらにそれらをつなぐ
トランスレーショナルリサーチを家畜，特に産業動物の
繁殖という分野で実現させようとしている．獣医学ある
いは畜産学における基礎的研究が盛んに行われているに
もかかわらず，それら基礎研究の成果が必ずしも畜産業
や臨床獣医学に直結していないことは，われわれの分野
として憂慮すべき事態であると考えられる．1つには，
これら基礎的研究がマウスやラットなどの実験動物で行
われているため，そこで得られた知見が，創薬や医学な
ど他の分野へと応用されることの方が多く，勢い優秀な
人材が製薬や基礎医学へと流れてしまう傾向がある．本
教室では，特に畜産現場での繁殖障害の治療や人工繁殖
技術の開発を目標に，神経内分泌学的観点から研究を進
めている．最先端の基礎的研究に精通した人材が，産業
動物獣医療や畜産業の現場での問題を解決することを夢
見て，ネズミからウシやブタまでを包含する研究をめざ
している．天然痘に続き，2011年に「牛疫（Riderpest）」
というウィルス感染症が地球上から根絶された．歴史上
何十億頭ものウシを殺してきたこの牛疫という感染症が
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根絶されるまでには，数々の基礎研究とその基礎研究を
臨床応用にまでつなげる研究，さらにその先の開発研究
と膨大な人たちが関わってきた．このような研究の道筋
を繁殖学という分野で成し遂げることが，1つの目標で
ある．「明確な社会的意義のある目的を掲げつつ，その
目的に必要な基礎科学を徹底的に追究する」，アメリカ
科学振興協会（AAAS）のいうところの Jeffersonian Sci-

enceを実行することがわれわれの目標である．
現在われわれの研究グループは，教授1名，特任教授

1名，非常勤職員1名に加え，博士課程2名，修士課程
1名，学部学生7名が在籍している．われわれの主要な
研究は，繁殖機能を支配する脳のメカニズムの全容解明
とその知見を用いた繁殖機能制御法の開発である．私の
前任地である名古屋大学大学院生命農学研究科の束村博
子教授，大蔵 聡教授らのグループと密接に協力しなが
ら，ラットやマウス，ヤギなどを用いて研究を進めてい
る．その中心にあるのは，GnRH/LHのサージ状あるい
はパルス状分泌を制御する脳内のメカニズムである．遺
伝子改変モデルを作製しつつ，これまでは全く未知で
あった LHパルスやサージ，正と負のフィードバックと
いったブラックボックスを解明しつつある．
エストロジェンの負のフィードバック機構とサージの

メカニズムが解明されつつあることは，家畜でいうとこ
ろの cyctic ovarian disease（COD），ヒトでいうところ
の polycystic ovarian syndrome（PCOS）の発症機構を
解明していくうえで，きわめて重要である．正のフィー
ドバック機構のターゲット細胞であるキスペプチン
ニューロンがどのようにエストロジェンの制御を受けて
いるか，さらに詳しく明らかになっていくものと考えて
いる．
また，生殖機能を人為的に制御するうえで重要なのが，

GnRHパルスの発生機構である．GnRHパルスはエスト
ロジェンにより負の制御を受けつつ，その頻度が適正に
保たれている．このパルスがストレスやその他，外的な

環境因子の情報を反映し，生殖機能全体の活動が調整さ
れている．パルス発生機構は，GnRH pulse generator

と呼ばれ，1960年代からそのメカニズムが研究されてき
たにもかかわらず，ずっと未解決のままであった．視床
下部の弓状核にあるキスペプチンニューロンは，哺乳類
では一貫してパルスの発生に関わっていると考えられて
いる．現在，コンディショナルな KO動物を用いて，最
終的な決着をつけるべく研究を遂行している．このメカ
ニズムが弓状核にあって3つのペプチドが共存する
KNDyニューロン（キャンディニューロンと呼ぶ，Kは
キスペプチン，Nはニューロキニン B, Dyはダイノル
フィン）が GnRH pulse generatorの本体であることが
確定すれば，パルス発生のメカニズムは急速に解明され
るであろう．またこの研究のなかから，経口投与により
パルスの発生を抑制したり，刺激したり，できる薬物の
可能性が生まれてきた．
われわれの研究グループでは，この経口性腺制御薬の

開発を行っている．野生動物や動物園動物，あるいはイ
ヌ・ネコなど伴侶動物の避妊薬として，経口で安易に性
腺機能を抑制できる薬物は社会的ニーズがたいへん高
い．さらに性腺機能を刺激できる経口薬では，家畜の受
胎率向上にたいへん大きな期待が寄せられている．
生殖を司る中枢メカニズムに関する研究は，日本でも

古くから実施されてきたが，年々数は少なくなり，日本
ではいくつかの研究グループに限定されつつある．寂し
い限りであるが，これからゲノムデータベースを用いた
コホートあるいは SNPs研究などの成果が明らかになっ
てくれば，必ずや中枢に話が及ぶものと考えている．こ
れまでブラックボックスだった中枢メカニズムの異常に
よる生殖機能障害の原因が明らかになれば，より高次な
メカニズムをターゲットにした治療法や予防法が可能に
なるものと考えられる．優良な生産形質をもった個体の
繁殖が重要なミッションである畜産業において，このよ
うな治療法の開発がもっとも望まれているのである．
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